
表彰区分 推薦者
被表彰候補者

（活動開始年月）
功績概要

功績表彰 該当なし

功績表彰
（団体）

倉吉市長
（倉吉市）

大原自治公民館
（昭和６４年１月）

・平成２８年１０月の鳥取県中部地震発生後、数時間後に
対策本部を設置し、住民の安否確認や被害状況の確認を
行った。
・集落内の民間福祉施設に高齢者の一時避難を要請し、不
安がる高齢者の宿泊先の確保に努めた。（施設側も快諾）
・集落内において炊き出しを実施。
・集落内の左官・大工経験者を中心とした１０数人のブ
ルーシート張りボランティア隊を結成し、被災した住宅の
ブルーシート張りを実施。
・鳥取県中部地震発生以前から防災訓練を実施するととも
に、日頃から野菜をもらい合うなどの隣近所同士の支え合
いが確立していたことが、災害時の迅速かつ的確な対応に
繋がった。

功績表彰
（団体）

鳥取県知事
（湯梨浜町）

三八市実行委員会
（平成２２年）

・三八市の打ち合せ中に鳥取県中部地震が発生。
・昼間は地元の若い人が少なく、中堅は消防団等にかり出
されて不在だったため、三八市実行委員会のメンバーが、
移住者と協力して近隣の高齢者宅等へ声をかけて三八升形
広場に一時避難。その際、同広場に椅子を設置するととも
に車椅子を提供した。
・広場近くの家屋から瓦が落ちると危険であったため、更
に、広場から東郷池の周辺に避難することを決め、徒歩に
よる移動が困難な高齢者を車に乗せて移動した。

功績表彰
（団体）

北栄町長
（北栄町）

国坂浜自治会
（平成２１年４月）

・平成２８年１０月に発生した鳥取県中部地震の際、発災
直後から防災本部長（自治会長）をはじめ役員が中心とな
り、自治会員の避難支援や、一時避難所において的確な対
応を行った。また、北栄町役場と調整を行い、水・食事の
確保（町支給場所から運搬）など、積極的な共助の取組を
実践した。
・更には、万一の災害に備え、訓練、防災用品備蓄及び防
災関係設備整備を進めてきたが、地震災害に対する有用性
が見込まれるとして、独自に整備したビニールハウス（通
称「ふれあいドーム」）も中部地震発生時にその長所が存
分に発揮されるなど、災害を想定して訓練と備えを積み重
ねた成果が結実した。
・広報活動も充実しており、今回の地震における活動記録
を詳細に記録することで、将来の災害対応の参考になるこ
とはもちろんのこと、自治会員への防災意識向上のための
啓発資料となることが期待されている。

功績表彰
（団体）

鳥取県
知事

鳥取県防災・砂防ボラン
ティア協会

（平成２４年６月）

・平成２８年１０月２１日に発生した鳥取県中部を震源と
するマグニチュード６．６の地震において、発生翌日から
震度５強以上を観測した市町の土砂災害危険箇所３０６箇
所を延べ２６名により、県職員と連携して地震後５日間で
緊急点検を実施し、住民へ二次災害防止への注意喚起を迅
速に行った。

功績表彰
（団体）

鳥取県知事
（倉吉市）

昭和町自治公民館
（平成２３年２月）

・平成２９年１月、２月と倉吉市で観測記録を更新する大
雪の最中、早朝から日没後まで、多い日は一日１１時間の
除雪を行い、除雪距離は延べ３０kmにのぼった。
・これにより、倉吉駅が所在する上井地区と市役所が所在
する倉吉市街地を結ぶ幹線道路における歩行者の安全が確
保されただけでなく、県立厚生病院や倉吉未来中心といっ
た公共施設周辺の歩道が除雪されるとともに、倉吉市立上
灘小学校の通学路を除雪し、児童の通学の安全が確保され
た。

功績表彰
（団体）

国土交通省
（岩美町）
蒲生集落
（不明）

・平成２９年１月の大雪発生時、国道９号線の岩美町馬場
において、立ち往生した車両に対し、自主的におにぎり、
ゆで卵、味噌汁１００人分の炊き出し支援を行った。

平成２９年度鳥取県自主防災組織等知事表彰に係る被表彰候補者の功績概要



表彰区分 推薦者
被表彰候補者

（活動開始年月）
功績概要

功績表彰
（団体）

智頭町長
智頭町大内集落

（不明）

・平成２９年１月に発生した大雪による国道３７３号線に
おける立ち往生の際、地区の集会所である「大内コミュニ
ティセンター」を一時的な休憩所として開放するととも
に、炊き出し等を行い、おにぎりや味噌汁等の物資の提供
を同センターと国道において行った。
・また、体調不良を訴えた人を引き取り、救急車を呼ぶな
ど、地区が一丸となった救援活動を２日間に渡り行った。

功績表彰
（団体）

国土交通省
智頭町大字早瀬集落

（不明）

・平成２９年１月に大雪が発生した際、国道５３号線（早
瀬地区）における立ち往生車両に対して、自主的に食料の
提供やトイレの提供を行った。

功績表彰
（団体）

鳥取県知事
（三朝町）

賀茂地域協議会
（平成２０年４月）

・平成２９年１月、２月に県中部で観測記録を更新する大
雪が観測される中、多い日は一日３時間の除雪を行い、除
雪距離は県管理道路のみで延べ１０kmにのぼった。
・これにより、三朝町立西小学校及び三朝中学校の児童・
生徒の通学の安全が守らればかりでなく、三朝町の中心部
の幹線道路における歩行者の安全が確保された。

功績表彰
（団体）

湯梨浜町長
国土交通省
中国地方整

備局長

（湯梨浜町）
宇谷区

（平成２６年６月以前）

・平成２９年２月の大雪発生時において、国道９号線で立
ち往生した車両に乗っている方に、集会所を開放し、トイ
レや休憩所を提供した。
・区民２６名で、おにぎりや豚汁の炊き出しを行うととも
に、お茶も提供した。また、区民自ら炊き出しの周知を
行った。

功績表彰
（団体）

湯梨浜町長
国土交通省
中国地方整

備局長

（湯梨浜町）
原区自主防災会

（平成２１年１２月）

・平成２９年２月の大雪発生時において、国道９号線で立
ち往生した車両に乗っている方に、集会所を開放し、トイ
レと休憩所を提供した。
・地区内の各世帯に支援を呼びかけ、おにぎりやお茶をド
ライバーに提供するとともに、集会所の利用を呼びかけ
た。

功績表彰
（団体）

鳥取県知事
（湯梨浜町）

長和田区
（平成１５年９月）

・平成２９年１月、２月に県中部で観測記録を更新する大
雪の最中、多い日は区内の住民７９名が参加して幹線道路
の除雪を行うなど、地区を挙げて活動した。
・これにより、幹線道路における歩行者の安全が確保され
た。

功績表彰
（団体）

鳥取県知事
（琴浦町）

聖郷小学校ＰＴＡ
（平成２６年９月）

・平成２９年１月、２月に県中部で観測記録を更新する大
雪の最中、多い日は一日７時間の除雪を行い、除雪距離は
県管理道路のみで延べ１０kmにのぼった。
・これにより、琴浦町立聖郷小学校の児童の通学の安全が
守らればかりでなく、琴浦町内の東西方向、南北方向の幹
線道路における歩行者の安全が確保された。

功労表彰
（団体）

鳥取市長
（鳥取市）

美保南まちづくり協議会
（平成２０年１２月）

・平成２５年９月の大雨により大路川が増水して避難勧告
が発令され際､地域の防災対策を危惧する声が高まる一方
で､勧告による避難者は少数であった｡県が実施したアン
ケーﾄ結果を踏まえ、｢美保南地区災害の手引き｣、｢美保南
地区総合防災マップ｣を作成し､地区全世帯に配布するなど
啓発活動に積極的に取り組んだ。
・地域を災害から守るためには､地域が一体となった｢共
助｣が不可欠であるという認識のもと、｢地域版防災計画｣
を策定し､防災活動の一層の推進を図った。
・昼夜の人口が異なる職住分離地帯となっており、地域防
災力の向上にあたっては､女性の協力が不可欠であるとい
う認識のもと､まちづくり協議会女性会を通じて女性によ
る防災力の向上に努めている。
・近年各地で発生している災害の状況から､発災初動期に
おける避難所開設が課題となっており、平成27年度作成し
た｢美保南地区避難所運営マニュアル素案｣の成一案化に向
けた取組を行っている。



表彰区分 推薦者
被表彰候補者

（活動開始年月）
功績概要

功労表彰
（団体）

米子市長
（米子市）

河崎新田地区自主防災会
（平成１３年１０月）

・防火に対する意識が高く、防災会で独自の可搬式消防ポ
ンプ。毎年数回は機器の点検も兼ねて放水訓練を実施し、
防火マップに地区内の消火栓や消火ホースの位置、消火
ホース長を考慮した消火可能場所なども明示している。
・防災訓練は、年間に２～３回実施しており、消火栓およ
び消火器を使用した消火訓練やリヤカー･引手付きの車椅
子等を使用した避難訓練、原子力災害を想定し、市の計画
に沿った避難訓練など様々な内容の訓練のほか、グループ
ワークを行い、テーマについて積極的に意見を出し合うな
ど先進的な活動を行っている。
・その他、防災マップを作成しており、地区内の６５歳以
上の独居世帯や障がい者世帯等の要支援者の情報を盛り込
んでいるほか、支援者についても取り決めている。

功労表彰
（団体）

米子市長
（米子市）

永江地区連合自治会
（平成１５年４月）

・３年前から、認知症を患った人が行方不明になった際の
捜索訓練を毎年、警察や市、社会福祉協議会等と連携して
行っている。この訓練を毎年行うことで、各々の防災組
織・自治会の緊急連絡網の確立や防災行政無線が流れた際
に聞く工夫をする人が増えるなどの成果が出た。
・近年発生する災害に対応するには、単一の自主防災組織
には限界があるという考えから、同連合会の主導の下、平
成２８年１０月永江地区防災安全協議会を設立。自主防災
組織が未結成の自治会は自治会として加入しており、地区
全体で防災活動をしている。
・地区内の住人が一目でわかる地図の作成や防災訓練を毎
年数回実施しており、水消火器等を使用した消火訓練や炊
き出し訓練、消防署員及び日本赤十字社の派遣講師から救
急救命講習を受けるなど活発に活動しており、今年は、総
合防災訓練を実施する予定。

功労表彰
（団体）

倉吉市長
（倉吉市）

穴田自治公民館
（平成１７年１月）

・平成１７年１月１日に自衛消防団を結成し、同年１月４
日に、市に自主防災組織として登録。
・平成２６年から鳥取県の住民主体防災体制構築支援事業
のモデルとして指定を受ける。
・避難訓練・炊き出し訓練、防災講習等の様々な防災訓練
を積極的に実施。
・住民主体で防災マップ、支え愛マップを作成。要支援者
に配慮した上で、地域住民の災害時における避難想定を行
い、防災訓練等にも反映。

功労表彰
（団体）

湯梨浜町長
（湯梨浜町）

長瀬中央区自主防災会
（平成１３年１２月）

・年３回の防災訓練等を企画立案し実施している。また、
各班の役割を明確化し、初動体制を確立するとともに、区
民参加型訓練を行い、地域住民の防災意識の高揚に努めて
いる。
・防災会設立後、毎年３回の防災訓練等（防災講習、初期
消火訓練及び避難訓練）を実施し区民の防災意識への認識
は深まっている。
・特に平成２９年度は、平成２８年１０月２１日に発生し
た鳥取県中部地震の教訓を踏まえ、鳥取県自主防災活動ア
ドバイザーの指導の下、避難所開設運営の模擬訓練（ＨＵ
Ｇ）に取り組み、効果を上げた。

功労表彰
（個人）

米子市長
（米子市）
秋田　治

（平成２４年４月）

・同氏は、教育者の立場から生徒たちに、将来どの地域に
所在していても適切な災害対応ができ、自分の命が守れる
よう知識だけではなく実体験を通じて学ばせる防災教育を
実践している。
・防災訓練では、従来の手法を見直し、様々なシチュエー
ションを想定して行うことにより、より現実昧を持たせ、
生徒が多様な対応ができるようにしているほか、地域住民
やＰＴＡ役員と連携した訓練を行うことで地域の防災力向
上にも多大な貢献をしている。
・また、教育課程の中に独自の防災教育カリキュラムを盛
り込み、授業では災害発生のメカニズムや放射線の測定な
ど幅広く正しい知識の習得をさせているほか、修学旅行の
行き先には必ず防災関連施設を含めることを計画するな
ど、趣向を凝らした防災教育を実施している。平成２８年
１０月に発生した鳥取県中部地震においては、学校が防災
拠点となっていることから、市内で唯一生徒たちを下校さ
せずに学校に待機させる対応を取り、より安全に配慮した
災害対応を実践した。


